
関東支社長野工事事務所

令和８年９月
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設　　計　　図

春山高架橋（上り線）

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事



【  図 面 目 録 】

図 面 名 称 図 面 名 称図面番号 図面番号

5 春山高架橋（上り線）耐震補強一般図（その１）

6 春山高架橋（上り線）耐震補強一般図（その２）

7 春山高架橋（上り線）Ｐ７橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

春山高架橋（上り線）数量総括表1

2～4 春山高架橋（上り線）橋梁一般図（その１）～（その３）

11 春山高架橋（上り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

14 春山高架橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

15 春山高架橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｍ１　構造詳細図（その１）

16 春山高架橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｍ１　構造詳細図（その２）

12

13

8

9

10

20 春山高架橋（上り線）Ａ１橋台　はく落防止対策工Ｂ１　一般図

21 春山高架橋（上り線）交通保安要員　交通誘導警備員　Ｂ２　配置図

22 春山高架橋（上り線）通行止め計画図（参考図）

17 春山高架橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｍ１　構造詳細図（その３）

18 春山高架橋（上り線）Ｐ７橋脚　橋座補強工　詳細図

19 春山高架橋（上り線）Ｐ８橋脚　橋座補強工　詳細図

23～25 春山高架橋（上り線）施工要領図（その１）～（その３）（参考図）

春山高架橋（上り線）Ｐ８橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

春山高架橋（上り線）Ｐ７橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

春山高架橋（上り線）Ｐ８橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

26 春山高架橋（上り線）配線系統図（参考図）

春山高架橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

春山高架橋（上り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）



春山高架橋（上り線） 数量総括表

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

春山高架橋（上り線） 数量総括表

図　示
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1
6
64

1
4
14

2 2

23002000 400 1000 2000

構造物掘削　普通部Ａ
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構造物掘削　普通部Ａ
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2300

構造物掘削　普通部Ａ

機械掘削

4
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構造物掘削　普通部Ａ

1
4
33

P6側 P8側

1
6
36

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

春山高架橋（上り線）　Ｐ７橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

春山高架橋（上り線）　Ｐ７橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ３－３

２－２ ４－４
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構造物掘削　普通部Ａ

2
2
67

2
0
06

2

2

3 3

1000 20002000

2
1
19

構造物掘削　普通部Ａ

2
0
50

1
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P7側 A2側
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1
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構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

春山高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

春山高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３
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S=1:125

炭素繊維シ－ト性能表

繊維目付

(g/m2)

引張強度

(N/mm2)

引張弾性係率

(N/mm2)

設計厚さ

(mm)

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート  目付200ｇ/m2 水平方向　1層

樹脂下塗り

樹脂上塗り

炭素繊維シート施工断面図

注記)

  1.施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸法を再確認

    すること。

3400 (2.45±0.36)×10 5 0.111200
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凡 例

:水平方向

正 面 図
(1 - 1) 側 面 図

(2 - 2)
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側 面 図
(3 - 3)
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1000

68

6
4
00

2400 2300 2400

7100

平 面 図
(4 - 4)

1
0
00

1
0
00

炭素繊維巻立て工

4 4

←　繊維方向　→

コンクリート
継手部

継手長20cm以上

継手の設置方法 S=1:15

含浸接着樹脂

▽345.622
▽345.422

▽339.222

▽337.522

2.822%

▽339.222

▽337.522

▽339.222

▽337.522

▽345.622
▽345.422

P
A6

P
A8

68

柱隅角部詳細図 S=1:5

R=50

既設柱

コンクリート

橋軸直角方向

橋
軸

方
向

周方向炭素繊維シート
(区分：A1)

備考

高強度型

炭素繊維巻立て工

目付：200g/m2

炭素繊維巻立て工 炭素繊維巻立て工

（水平方向：１層） 

目付：200g/m2

（水平方向：１層） 

目付：200g/m2

（水平方向：１層） 

目付：200g/m2

（水平方向：１層） 

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

春山高架橋（上り線）　Ｐ７橋脚

炭素繊維巻立て工 詳細図

春山高架橋（上り線）　Ｐ７橋脚　炭素繊維巻立て工 詳細図 9 / 26



炭素繊維シ－ト性能表

繊維目付

(g/m2)

引張強度

(N/mm2)

引張弾性係率

(N/mm2)

設計厚さ

(mm)

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m2 水平方向　 1層

樹脂下塗り

樹脂上塗り

炭素繊維シート施工断面図

注記)

  1.施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸法を再確認

    すること。
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←　繊維方向　→

コンクリート
継手部

継手長20cm以上

継手の設置方法 S=1:15

含浸接着樹脂
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7100
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▽336.549
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▽336.549

▽338.549

▽336.549

▽345.655
▽345.443

2.988%

P
A7

A
A2

S=1:125

柱隅角部詳細図 S=1:5

R=50

既設柱

コンクリート

橋軸直角方向

橋
軸

方
向

周方向炭素繊維シート

(区分：A1)

備考

高強度型

炭素繊維巻立て工

炭素繊維巻立て工

（水平方向：１層）

炭素繊維巻立て工 炭素繊維巻立て工

目付：200g/m2
（水平方向：１層）

目付：200g/m2
（水平方向：１層）

目付：200g/m2

（水平方向：１層）
目付：200g/m2

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

春山高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚

炭素繊維巻立て工 詳細図

春山高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚　炭素繊維巻立て工 詳細図 10 / 26



配置図

注記）

1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

  鉄筋はSD345を使用する。

  すべて完成図を基に作図を行なっている。

2.本図の既設構造物の基準寸法部材寸法などは、

3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  けて施工のこと。

4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性を

5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避

  よくするため、WJによる表面処理を行うこと。

  のこと。
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S=1:50

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:50

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
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注記）

1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

  鉄筋はSD345を使用する。

  すべて完成図を基に作図を行なっている。

2.本図の既設構造物の基準寸法部材寸法などは、

3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  けて施工のこと。

4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性を

5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避

  よくするため、WJによる表面処理を行うこと。

  のこと。
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番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２） 12 / 26



A2橋台
P8橋脚

配置図

注記）

1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

  鉄筋はSD345を使用する。

  すべて完成図を基に作図を行なっている。

2.本図の既設構造物の基準寸法部材寸法などは、

3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  けて施工のこと。

4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性を

5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避

  よくするため、WJによる表面処理を行うこと。

  のこと。
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S=1:50

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:50

春山高架橋（上り線）　Ａ２橋台

春山高架橋（上り線）　Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
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2
00

3
00

2
40

1
0
00

1
10

2
40

1
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2
50

5
00

2
50

3
00

2
40

300

7487 139

275 7@250=1750

100 300

335 415 5@250=1250 335 415 5@250=1250 335 415 5@250=1250 335 415 7@250=1750 275

40@250=10000 300 100

10800

1
0
00

3
00

5
00

2
00

275 7@250=1750 335 415 5@250=1250 335 415 5@250=1250 335 415 5@250=1250 335 415 7@250=1750 275

10800

正面図

正面図

3
00

74
87

1
39

275 7@250=1750

100 300

335 415 5@250=1250 335 415 5@250=1250 335 415 5@250=1250 335 415 7@250=1750 275

40@250=10000 300 100

10800

平面図

A
2
橋
台

P
8
橋
脚

D162H

D161H

2
50

5
50

2
00

2
50

5
00

2
50

3
00

4
00

3
00

1
0
00

2
50

5
50

2
00

既設鉄筋 D16既設鉄筋 D16

アンカー鉄筋位置

アンカー鉄筋位置

D162H

D291A

D133HD133H

D13

D16

D29

径
R=5.5φR=3φ

71.5

88

39

48

θ＞90°θ≦90°

159.587

△L

17

21

a

61

75

θ=90°

37137

鉄筋曲げ加工表

φ

a

鉄筋中心までの長さとする。

R=3φ
θ

12φ

鉄筋表

鉄筋質量集計(SD345) D29 kg

合計

kg

kg

D16

kgD13

A2橋台
P8橋脚

側面図

50
50

50

58
58

300

58

7487

71

アンカー鉄筋 D29
50

1
0
00

かぶり詳細図 S=1:50

4-D13×11503H76-D29×10701A 86-D16×15501H

435149

8-D16×106102H

3
48

10605
2
50

4
50

3
00

3
00

5
00

2
00

13
7

R87

アンカー鉄筋 S=1:12.5

埋込み長435(15D)

削孔長445

表面処理

10

29
5

5削
孔
径

φ
39

アンカー鉄筋 D29

エポキシ樹脂注入 

519

1
39

519

171

8
84

5
28

注記）

1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

  鉄筋はSD345を使用する。

  すべて完成図を基に作図を行なっている。

2.本図の既設構造物の基準寸法部材寸法などは、

3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  けて施工のこと。

4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性を

5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避

  よくするため、WJによる表面処理を行うこと。

  のこと。

注）曲げ半径（R=3φ、5.5φ）は

D161H

D162H

D291A

種別 径
長　さ

(mm)
本数

単位質量

(kg/m)

1本当り質量

(kg)

質    量

(kg)
摘　要

下部工施工鉄筋(SD345)

A1 D29 1070 76 5.04 5.39 410

410 kg

H1 D16 1550 86 1.56 2.42 208

H2 D16 10610 8 1.56 16.6 133

H3 D13 1150 4 0.995 1.14 5

346 kg

410

341

5

756

S=1:75

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

春山高架橋（上り線）　Ａ２橋台

春山高架橋（上り線）　Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
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250

A1橋台
P1橋脚

500

1300

800

320 480

側面図

2 - 2正面図

1 - 1

平面図

5010700

7009250750

G4
G3G2

G1

1
0
00

1
0
00

縁端拡幅工Ｂ

3340

10800

5050

アンカーバー

A
1
橋
台

P
1
橋
脚

5
00

8
00

2
50

1
3
00

縁端拡幅工Ｂ

1

2
4
62

6
80

用・排水溝

立入防止柵

2

2

用・排水溝

立入防止柵

2463 680

4
5
00

CLmax= 
2518

500

2
22
1
55
2
40

240

25

5

アンカーボルト D35(SD345)

埋込み長=525mm

アンカーボルト D35(SD345)

埋込み長=525mm

2492

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

    施工内容を精査すること。

死荷重反力

設計水平力

設計遊間量

１本当たりの引張力

1250 ｋN

1875 ｋN

500 ｍｍ

960 ｋN

25

21

落橋防止構造Ｃ１－Ｍ１
全2本

250 1687 1150

5

25

2
40

1
9
92

1
6
87

1
1
50

5

25

2
40

1
9
92

1
6
87

1
1
50

3340 4120 3340

10800

4120 3340

縁端拡幅工Ｂ

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材 20x20

1
0
00

5
00

5
00

落橋防止構造 Ｃ１－Ｍ１

8
.
2° 3

59

1

落橋防止構造Ｃ１－Ｍ１
落橋防止構造Ｃ１－Ｍ１

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｍ１　構造詳細図（その１）

1:75

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その１）

落橋防止構造Ｃ１―Ｍ１

S=1:75 15 / 26



注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

2 - 2

1 - 1

20 516 28 516 20

496 2020 496

1
85

25

1
35

50

1100

3 - 3

F.P

F.P

ブラケット1基当り(製作数: 2基)

4-RIB PL 185x32x516

2-RING PL φ280x25

1-TOP PL 395x28x1110

1-BASE PL 1150x25x1100

10-1種 Nut  M33用 (SS400)

10-3種 Nut  M33用 (SS400)

10-Anc Bolt D35x655(SD345)

10-WASHER M33用 (SS400)

4 - 4

25

上部工ブラケット

緩衝機能付きチェーン詳細図（参考図）
設計荷重 975kN/本

S=1:25

2
25

2
25

1
1
50

5
75

5
75

32
32

7
00

2
50

75
2
50

2
50

2
50

75

550 550

20 516 28 516 20

1100

100 925 75

P
1
橋

脚
側

10-φ39孔

8

550 550

25 28 25

調整モルタル

1100

1
55

2
40

25
32

15
2
80

1
00

1 1

4

4
25

10

100 925 75

2130 12

F.P

3
95

25
21

1
55

2
40

1
00

555 555

20 1110 20

1150

3 2

1150

3 2

225 700 225

32 32

∅280

∅6
9

R
155

154 1002 154

290 1310 220

調整シャックル 緩衝チェーン 強力シャックル

65

2348

270

65
270

調整シャックル

290

65

1820 528

2348

83
55

（地震時許容伸び量＝170ｍｍ）

（地震時許容伸び量＝170ｍｍ）

強力チェーン

1
38

1
38

a－a

緩衝チェーン

ゴム

a

a

2
10

シャックルスペーサー

1
2～

30
25

定
着

長
5
25

4
1～

23

1
30

削
孔

長
5
35

52

M33
M33ネジ切り加工

ネジ切り長 L=130

1-1種 Nut  M33用 (SS400)

1-3種 Nut  M33用 (SS400)

1-Anc Bolt D35x655(SD345)

1-WASHER M33用 (SS400)

 材料：(1本当り)

ワッシャー(M33用)

3種ナット(M33用)

1種ナット(M33用)

10

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
6
55

調整モルタル 

エポキシ樹脂注入

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

D35

φ45削孔径

アンカー径

S=1:12.5上部工アンカーボルト詳細図

ＴＹＰＥ－１、２

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｍ１　構造詳細図（その２） S=1:25

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その２）

落橋防止構造Ｃ１―Ｍ１
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下部工ブラケット

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

エポキシ樹脂注入

樹脂パテ材
(t=5mm)

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 650x25x750

1-TOP PL 395x28x710

4-RIB PL 160x25x291

6-Anc Bolt D35x880(SD345)

6-1種 Nut  M33用 (SS400)

6-3種 Nut  M33用 (SS400)

ＴＹＰＥ－１

2-RING PL φ280x25

6-WASHER M33用 (SS400)

ＴＹＰＥ－２

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

325 325

20 291 28 291 20

650

2
00

3
50

2
00

7
50

3
75

3
75

25
25

2
50

3
00

1
25

75

F.P50

20
7
10

20

7
50

3
55

3
55

5 25 395

240 155

樹脂パテ材 t=5mm

2 - 21 - 1

2

2

4

3

4

3

6-φ39孔 シール材

(ブラケット全周)
500 7575

2
00

3
50

2
00

25
25

7
50

∅2
80

∅69

R155

1

8

325325

650

25
5

1

2825 25

2
40

1
55

3 - 3

25
5

20 291 28 291 20
F.P

F.P

20 291 28 291 20

650

4 - 4

20 20

1
60

325 325

20 291 28 291 20

650

2
00

3
50

2
00

7
50

3
75

3
75

25
25

3
00

3
00

75
75

F.P50

20
7
10

20

7
50

3
55

3
55

5 25 395

240 155

樹脂パテ材 t=5mm

6 - 65 - 5

6

6

8

7

8

7

6-φ39孔 シール材

(ブラケット全周)
500 7575

2
00

3
50

2
00

25
25

7
50

∅2
80

∅69

R155

5

8

325325

650

25
5

5

2825 25

2
40

1
55

7 - 7

25
5

20 291 28 291 20
F.P

F.P

20 291 28 291 20

650

8 - 8

20 20

1
60

5 25定着長525 23

105削孔長535

52

M
33

10

アンカーボルト長880

D
35

φ
45

削
孔
径

ア
ン

カ
ー
径

M33 ワッシャー

M33 3種ナット

M33 1種ナット

M33ネジ切り加工

ネジ切り長 L=105

1-NUT M33(1種)(SS400)

1-ANC Bolt D35x880(SD345)

1-NUT M33(3種)(SS400)

1-平座金 M33(SS400)

 材料：(1本当り)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

1-BASE PL 650x25x750

1-TOP PL 395x28x710

4-RIB PL 160x25x291

6-Anc Bolt D35x880(SD345)

6-1種 Nut  M33用 (SS400)

6-3種 Nut  M33用 (SS400)

2-RING PL φ280x25

6-WASHER M33用 (SS400)

縁端拡幅 250

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材
不陸調整

ベースプレート

S=1:25

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｍ１　構造詳細図（その３）

春山高架橋（上り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その３）

落橋防止構造Ｃ１―Ｍ１
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春山高架橋（上り線）配線系統図（参考図）

中分

下り線

上り線

電気室
KP 131.5

STA 879+80.83
8

KP 131.5

STA 879+80.83
8

KP 131.6
KP 131.7

KP 131.8
KP 131.9

KP 132.0
KP 132.1

KP 132.2

KP 132.2

KP 132.1

KP 132.0KP 131.9

KP 131.8

KP 131.7

KP 131.6

通
信
機
械
室

KP131.419

KP132.219

KP131.457
CD-SD1

KP131.654
CF-SD1

KP131.745
C4C

KP131.825
C4C

KP131.868
DL型

KP132.071
MH

KP132.097
CD-SD1

CF-SD1

KP131.705
C4C

KP131.785
C4C

KP131.998

可変速度規制標識

資産管理番号

KP131.897

ET-JA1

非常電話設備(下り132)

資産管理番号

CF-SD1

KP131.876

可変速度規制標識

資産管理番号
KP131.897

ET-JA1

非常電話設備(下り132)

資産管理番号

CCP-AP0.65-60P 204.7

VE54(2)       191.8

CCP-AP0.65-60P 209.5

VE54(2)       196.4

CCP-AP0.65-60P 209.5

PS50(3)        13.1
CCP-AP0.65-30P  14.8

PS25(2)         14.8

CCP-AP0.65-60P 195.0

PS50(2)         21.0

CCP-AP0.65-10P 14.0
VE28(2)       14.0

CCP-AP0.65-60P 195.0

VE54(2)       174.2
CCP-AP0.65-60P 243.6
S50(2)         51.6

CCP-AP0.65-60P 243.6
S50(2)         40.0

S50(2)         40.0 S50(2)         72.0

CCP-AP0.65-60P 243.6
S50(2)        40.0

VE54(2)         25.5

PS50(2)

S50(2)
CCP-AP0.65-60P 243.6 CCP-AP0.65-60P 243.6

S50(2)S50(2)
VE54(2)

CCP-AP0.65-70P 247.0

PS50(2)         21.0

CCP-AP0.65-70P 247.0

CCP-AP0.65-70P 247.0

VE54(2)       125.5

PS25(2)      14.8

VE28(2)       14.0
VVR5.5sq-2C   14.0

VVR5.5sq-2C  14.8

注）※1:CCP-AP0.65-20P

ET-C

44-48SM+4K-WBB2  1694.8

CCP-AP0.65-30P
FP30(2)

FP30(2)
VVR5.5sq-2C

FP30(1)
VVR3.5sq-2C

CCP-AP0.65-10P
FP30(1)

FP30(2)
VVR5.5sq-2C

VE54(2)

PS25(2)
VVR5.5sq-2C

VE54(2) VE54(2)FP30(2),VE54(2)
VVR5.5sq-2C

VE28(1)
VVR3.5sq-2C,IV3.5sq

VE54(2)
VVR3.5sq-2C

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

KP131.974
CD-SD1
CD-SD1

CD-SD1

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

50

50

50

D

D

須坂長野東2-2

須坂長野東1-3

50

50

CCP-AP0.65-10P
VE28(1)

KP132.000
HH EA-C1

KP131.878
HH EA-C1

※1

※1

※1 195.0

※1

※1

※1 40.0

※1 11.0

KP132.094
ﾄﾝﾈﾙ非常電話設備(上り1)
資産管理番号

KP132.118
ﾄﾝﾈﾙ非常電話設備(下り1)
資産管理番号

KP132.107

KP131.871
EC-C2

D

CCP-AP0.65-10P
VE54(1)

VE54(1)
VVR3.5sq-3C,IV3.5sq

131.5KP～132.2KP

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

春山高架橋（上り線）配線系統図（参考図）
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